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ピボットテーブルとは

マウス操作だけで集計表と

そのグラフを作成する機能
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集計表を手動で作る大変さ

カテゴリの組み合わせごとに関数が必要

➢ 個数 COUNTIFS()

➢ 合計 SUMIFS()

➢ 平均値 AVERAGEIFS()
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一般用ミクロデータとは

• 教育用に作成された擬似的なミクロデータ

• 本物のデータとそっくりな見た目で、集計結果も本物と似ている

出所：独立行政法人統計センター｢公的統計の二次的利用サービス｣
(https://www.nstac.go.jp/use/archives/ippan-microdata/)
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使用するデータ

今回利用するのは全国消費実態調査(平成21年)の一般用ミクロデータ

出所：独立行政法人統計センター｢公的統計の二次的利用サービス｣
(https://www.nstac.go.jp/use/archives/ippan-microdata/)

勤労者世帯の十大費目への支出額が

含まれたデータを使います
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ファイルを開く

• • "k"が付いているCSVを開く

• "k"は｢勤労者世帯｣の意味

"z"は｢全世帯｣の意味
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ファイルを開いた画面

• まずは注意事項とデータの構造を確認

• xlsx形式への変換と各変数の意味の確認も必要

注意事項

• 変数(17個)とデータ(26239行)

• 欠損値はなし
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CSVのままだとピボットテーブルを保存できないので注意

xlsx形式への変換 8

1

2
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xlsx形式への変換 9

ファイルの種類を｢Excelブック (*.xlsx)｣に



変数の意味の確認

符号表に各変数の意味が記載されている
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収入は千円単位、支出は円単位



ピボットテーブルの挿入 11

事前にミクロデータの任意のセルを選択しておく



ピボットテーブルの挿入 12



挿入後の画面 13

変数をドラッグ＆ドロップ

することで集計表を作成



フィールドの表示／非表示の切り替え 14

〈表示〉 〈非表示〉

この中のセルを選択すると

フィールドが表示される

外側のセルを選択すると

フィールドが非表示になる



集計表の作成1

年齢階級ごとに年間収入の平均値を出してみる
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〈完成図〉

年齢階級 年間収入の平均



集計表の作成1｜手順 16

ドラッグ＆ドロップ

年間収入の合計値



集計表の作成1｜手順 17

① クリック

② クリック

選択

平均値に変化



集計表の作成2

年齢階級別・企業規模別の年間収入の平均を求める
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〈完成図〉

年齢階級

企業規模



集計表の作成2｜手順 19

ドラッグ＆ドロップ

企業規模別に列が作成される



第3次産業の従業者で絞り込み 20

ドラッグ＆ドロップ

クリック

クリックして選択



ピボットグラフの作成 21

この部分をグラフ化できる



ピボットグラフの作成｜手順 22



演習問題1

ピボットグラフの凡例と横軸を入れ替えて、以下のようにしてください

➢ ヒント：行の位置にある年齢階級が横軸に来ているということは・・・
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年齢階級

企業規模



演習問題2

• 平均所得を消費支出の最大値に変更して、以下のようにしてください

• 第3次産業での絞り込みはそのままで構いません
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消費支出の最大値

年齢階級

企業規模



集計表の作成3

• 年齢階級別・所得階級別の人数を求める

• 所得階級を表す変数はないので、自分で作成する必要
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年齢階級

作成した変数



集計表の作成3｜変数 Y_Income_Classの作成 26

G列を選択
F列の右側に新しい

列が追加される

変数名は

Y_Income_Class



集計表の作成3｜変数 Y_Income_Classの作成 27

① G7セルを選択

② 数式バーを広くする

③ 数式バーに直接数式を入力する

※長い数式はテキストエディタに

入力してからコピペすると楽

④ Enterで入力を確定

入力確定後



集計表の作成3｜変数 Y_Income_Classの作成 28

G7セルをコピー G7:G26245セルを選択 貼り付け



集計表の作成3｜データの更新 29

ピボットテーブル内の

セルを選択
データの更新

フィールドに

Y_Income_Classが出現



集計表の作成3｜仕上げ 30

① ドラッグ＆ドロップ

② ドラッグ＆ドロップ

右端に移動させたい

Shift＋ドラッグで移動



演習問題3

行の位置にある年齢階級が数字だけで分かりづらいので、

日本語に変換します。以下の手順に従って作業してください

(完成図は次スライド)

1. D列(T_Age_10)の右隣に｢T_Age_Class｣という列を作成し、

IF関数でカテゴリデータを作成する

➢ 各階級の名前は符号表に従ってください

2. ピボットテーブルの行を｢T_Age_10｣から｢T_Age_Class｣に入れ替える

3. ｢30歳未満｣の行を一番上に移動させる
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演習問題3｜完成図 32


